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　今般の東日本大震災におきましては、地
域の皆さまをはじめ多くの方々よりご支援
を頂きましたことに対し改めて感謝申し上
げます。
　震災後、被災した施設の早期復旧に向け
て国や県などに対し、要望活動を行ってま
いりましたが、このたびヤマト福祉財団か
ら「東日本大震災　生活・産業基盤復興再
生支援募金」助成事業として、当院施設整
備に対し助成金の交付決定をいただきまし
た。
　当院は、地域唯一の総合病院として、地
域の皆さまの生活安全の支えとして一翼を
担っております。
　今後は、現在の診療機能を維持するとと
もに、震災の経験を生かし、災害時におい
ても安心して医療を受けられる施設の整備
を早急に進めてまいりたいと考えておりま
す。
　今後とも地域の皆さまの付託に応えるべ
く、職員一同さらに全力を尽くしてまいり
ますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

　このたびの助成決定にあたりましては、ヤマト
福祉財団をはじめとする関係者各位に対し心から
感謝申し上げます。また助成事業に賛同いただい
た一般の皆さまの善意に対しましても深くお礼申
し上げます。
　昨年３月11日に発生した東日本大震災および
東京電力福島第一原子力発電所の事故は、小野町
におきましても直接、あるいは風評により甚大な
被害を被っております。町では、３月11日以前
の安全・安心な生活を取り戻すため、町民一丸と
なり、放射能災害への対応復興に取り組みを続け
ております。
　地域医療の核となる公立小野町地方綜合病院施
設の整備は、当町にとっても重要課題の一つであ
りましたが、今回の助成決定により、事業進展に
大きな弾みがつくものと大変喜んでおります。
　また先ごろ福島県がまとめました「浜通り地方
医療復興計画」におきましても、当病院の整備が
求められており、これら計画とも相まって福島県
復興の大きな礎となるものと考えております。
　今後とも、企業団、病院議会、構成市町村との
連携を図り、地元町としてより良い病院の整備に
向け取り組んでまいります。
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